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要   旨  
 
  現在、人類史上未曾有の都市化が中国で進行している。2009 年には都市化
率が 46.6％となり、都市化はすでに加速的な発展段階に突入している。今後






















                                                  
* 本稿は、 （独）経済産業研究所において、2011 年 1 月からヴィジティング・フェローとし
て研究を行った成果の一部である。   2
 
一  はじめに 
 
現在、人類史上未曾有の都市化が中国で進行している。2009 年には中国の都市人口（城
鎮人口）はすでに 6 億 2185.5 万人に達し、都市化率が 46.6％となった。都市化はすでに


















二  地方行政体制の形成 
 






1、地区レベル行政は 333 あり、その中に 283 の地区レベル市
2が
含まれ、また、県レベル行政は 2,859 あり、その中に 368 の県レベル市が含まれる。さら
に郷鎮レベル行政は 40,828 ある。 
  中国の国土面積は約 960 万平方キロである。省レベル行政の中で新疆ウイグル自治区の
面積は 166.5 万平方キロであるが、上海市の面積は 0.63 万平方キロである。二者の面積の
差は 264 倍で極めて大きい。そこからも省レベル行政の資源配置が極めて不均衡な状態に
あると想像できる。省レベルの平均面積は 30 万平方キロを超える。この面積は日本国土の
                                                  
1香港特別行政区、マカオ特別行政区および台湾省は含まれていない。 
2地区レベル市の中にはまた、省レベルの経済管理権限をもつ 15 の副省レベル市を含む、1994 年 2 月 25






人口の規模をみると、2008 年末に中国の総人口は 13 億 2,802 万人に達した。省レベル行
政では、最も人口の多い河南省は 9,429 万人で、最も少ないチベット自治区は 287 万人で
あり
3、二者の人口の差は 33 倍もあった。人口の分布も極めて不均衡な状態にあるというこ
































                                                  

























均人口は 400～500 万人になる。筆者は、仮に 150～200 キロ距離ごとに一つの 100 万人以








三  都市化の進展 
 






                                                  
4孟健軍 「第３章省以下への徹底迫られる分税制改革」 『中国の経済大論争－市場と政府の均衡を探る』 2006
年度中国研究報告書、日本経済研究センター、2007 年 3 月。 






初期の 1978 年には 193 都市であったのに対して、2008 年にはすでに 655 都市に達し、30
年間に 462 都市も増加した。表３の規模別都市数の変化をみると、2008 年には 200 万人を
超える特大都市は 41 都市、100 万人から 200 万人までの大都市は 81 都市あり、これも 30













中国の 655 都市は、4 直轄市、15 副省級市
7、268 地区級市（うち 17 省都）、368 県級市
から構成される。1949 年建国以来、中国では省行政レベルと同格の北京、天津と上海とい
う 3 つの直轄市があったが、1997 年に重慶市が直轄市に昇格してから現在 4 つの直轄市で
ある。副省級市は 1994 年 2 月 25 日に一度のみ特別に実施されたことによって今日まで至
った。その背後には中央と地方との財政分税制
8の導入、つまり中央と地方の利権に関わる
ところにあった。 副省級市に指定された当初は 16 都市、 すなわち 10 省の省都プラス大連、









都市別の総生産をみてみると、上位７位までの順番は上海（1 兆 6872.42 億元）、北京（1
兆 3777.9 億元）、広州（1 兆 500 億元）、深圳（9510．91 億元）、蘇州（9168.9 億元）、
天津（9108.83 億元）および重慶（7894.24 億元）であったが、副省級市でも省都でもない
                                                  
6都市人口の定義は 1978 年以前は都市市区人口を指したが、1978 年以降は城鎮人口を指す。 
71994 年 2 月 25 日の中央機構編成委員会の通達（中編 19941 号） 
8孟健軍 「第３章省以下への徹底迫られる分税制改革」 『中国の経済大論争－市場と政府の均衡を探る』 2006
年度中国研究報告書、日本経済研究センター、2007 年 3 月。   6
蘇州の国内総生産は、かなり上位レベルに位置する天津と重慶をすでに超えている。 
 
３  偏在する都市の地域分布 
 
最後に、表５に示した都市の地域分布をみてみたい。都市の地域分布は東部 284 都市（う
ち 13 都市は直轄市と副省級市） 、 中部 246 都市 （うち 3 都市は副省級市） 、 西部 125 都市 （う
ち 3 都市は直轄市と副省級市）がある。東部、中部および西部の都市数の比はそれぞれ 1：








四  人口移動の特徴 
 




しかし、1975 年の都市人口比率はわずか 17.4％で、当時の世界平均 37.9％を 20 ポイント
も下回り、大きく立ち遅れていた。これが改革開放前の都市化の状況であった。1975－2000
年の期間、世界の都市化の平均伸び率は 2.5％、発展途上国では 3.7％に対し、中国は 4.3%
であった。2000 年人口センサスによって都市人口比率は 36.2％となり、世界平均 47.2%と
の差は 11.0 ポイントに縮まった。さらに 2009 年には 46.6％となり、世界平均 50.0%との






ると、 1982－2000 年に農村から都市に移動した人数は 2 億 675 万人で、 都市総人口の 45.0%
に相当し、同期間の都市新規増加人口の 84.6%を占めている。1982－2000 年に農村労働力
で都市に移転した人数は 1 億 960 万人に上り、都市労働力全体の 45.8%に相当し、同期間の
都市新規増加労働力の 94.3%を占めた。さらに、2009 年に行われた農民工観測調査データ
10
および 2005 年 1％人口抽出調査を併せて推計した結果は、2008 年末の総数 1 億 7500 万人
の移動人口のなかで、都市間人口移動は 25.7％で約 4500 万人であったのに対して、農村都
市間人口移動は 74.3％で 1 億 3000 万人に達したと推計しており、 農村都市間人口移動の規
模の大きさをうかがわせる。 
                                                  
9『財経』2003 年第 3 号 
10国家統計局は 2008 年末から農民工の統計観測調査を開始し、2010 年 3 月に《2009 年農民工観測調査報











れ 4：1：1 であった。 
1990 年の第 4 回人口センサスでは 3412.8 万人の移動人口のなかで、 省を越えた人口移動
は 1110 万人であった。2000 年の第 5 回人口センサスでは 1 億 4439.1 万人の移動人口のな
かで、 省を越えた人口移動は 5310 万人であった。 表 6 に示すように 2008 年の東部の北京、
上海、江蘇、浙江、福建、山東および広東の７つの省の流入人口数合計は 1 億 240 万人に
達し、全移動人口 1 億 7500 万人のうち、約 6 割を占めている。省間流入人口数をみると、
珠江デルタ地域の広東では 3100 万人、 長江デルタ地域の上海、 江蘇、 浙江を合わせると 2000
万人に上った。その一方、省を越える流出人口数が 500 万人以上の 7 つの省は、中部の河
南、安徽、湖南、広西、湖北と西部の四川、重慶である。 
  さらに、表 7 の農民工観測調査データによる推計から 2008 年の農民工の省内と省外の出
稼ぎ分布率をみると、 東部では省内 80％、 省外 20％であるのに対して、 中部では省内 30％、
省外 70％であり、西部では省内 37％、省外 63％である。東部より中部と西部の多くの農民
工が省外で仕事を求めていることがうかがえる。これによってすでに 2008 年に省を越えた
人口移動を行っている農民工のみで 6600 万人に上ったと推計される。 













見れば理解できる。2000 年の人口センサスでは総人口 12 億 6583 万人、都市人口 4 億 5844
万人、非農業人口 3 億 2249 万人であり、その差は 1 億 2595 万人であった。それを率に直
すと、都市人口率は 36.2％であったが、非農業人口率、言い換えれば都市戸口人口率は
25.48％で 10 ポイントも低い。2008 年には都市人口 6 億 700 万人、非農業人口 4 億 3971 万










実際のところ、 2008年の都市レベル別の都市流入人口率をみると、 直轄市8.2%、 省都18.5%、
地区級市 33.4%、県級市 19.8%、鎮級 20.1%となっている。これを見る限り、中国の都市化
は人口の中小都市移動を中心に展開されてきていることがわかる。 
 
五  戸口制度の役割 
 
１  戸口とは 
 
ここで中国の戸口制度についてもう一度復習しておきたい。 
現在の中国のすべての国民は、 「籍貫」 、 「戸口」および「身分証」の３つをもつ。 「籍貫」
とは本人の出身地である。これは日本の本籍に相当する。 「身分証」は 1984 年から実施さ
れ、満 16 歳以上の全国民がその携帯を義務付けられている。これは日本の住民票に相当し
よう。しかし、 「戸口」は 1958 年に法制化された「戸口制度」
11によって国民に与えられた

















                                                  
11戸口制度の原形は 1951 年 7 月 16 日公布の「都市戸口管理暫定条例」である。このなかでは、戸口は住家
戸、商工戸、アパート戸、船舶戸および外国人戸の六種類に分けられ、政府機関、人民団体、学校、軍事
工場などは公共戸と称することなどが規定された。公共戸は後に集団戸口に変容している。 



























３  戸口に縛られている中国の都市化 
 
2008 年、都市人口率は 45.7％であったのに対して、非農業人口率は 33.13％であった。
その差は 12.5％で、人数にして 1 億 6729 万人である。直轄市のような主要大都市でも都市
人口と非農業人口の差がかなりある。 
表 8 には 15 の主要大都市の戸口上の総人口と非農業人口が示されている。深圳以外の大
都市は戸口上の総人口と非農業人口には 10%台から 70%台までの開きがある。上海と北京で
はそれぞれ 12.5%と 26.9%の差がある一方、重慶と寧波ではそれぞれ 72.1%と 65.1%の大差
がある。とくに重慶市は総人口が 3257 万人に上り、人口世界一の都市と言われているが、




                                                  





15筆者は、北京と上海の戸口が中国で特別の存在であるため、直轄市１と直轄市２に分けた。   10
とは言っても、今日の多くの中国都市では「暫住人口」という身分である流入人口がた
くさん存在する。例えば、深圳では 2008 年の戸口上の人口は 228.07 万人であるが、戸口
なしの暫住人口は約三倍の 648.76 万人であり、合計 876.83 万人
16であった。また、表 6 に示

































六  おわりに 
 
                                                  
16しかし、一般的に新聞などのマスメディア報道で使われている深圳の人口数は 1400 万人である。 
17ここでも北京と上海の流入人口がかなり過小評価している。 
18『人民日報』2011 年 2 月 09 日。 
19農民工観測調査報告によると、 金融危機直後の 2009 年には、 広東での出稼ぎ農民工が地元に戻ってから、
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省レベル  31  3083.87  4283.94 
（地区）レベル  333  287.09  398.80 
県レベル  2859  33.44 46.45 
郷鎮レベル  40828  2.34  3.25 
出所：国家統計局編『中国統計年鑑 2009』電子版 
 
表 2  中国の都市化の推移（1949-2008） 
年  総人口（万人）  都市数（個）  都市人口比率（％） 都市人口（万人）
1949 年  54,153  132 7.3 3,949.0
1957 年  64,653  176 10.9 7,077.3
1961 年  65,821  208 15.4 10,132.5
1965 年  72,538  168 12.2 8,857.6
1978 年  96,259  193 17.9 17,245.0
1991 年  115,823  479 26.9 31,203.0
2008 年  132,802  655 45.7 60,700.0
出所：国家統計局編『2009 中国都市統計年鑑』 
 
表 3  規模別都市数の変化 
都市規模  1949 年  1978 年  2008 年 
200 万以上  3 10 41 
100－200 万  7 19 81 
50－100 万  6 35 118 
20－50 万  32 80 151 
20 万以下  84 49 264 
合計  132 193 655 
出所：国家統計局編『2009 中国都市統計年鑑』   13
表 4  都市の行政レベル（2008 年） 
省レベル 直轄市 副省レベル市 省都＝地区レベル地区レベル県レベル 小計
北京 北京 0 0 1
天津 天津 0 0 1
河北 石家荘 10 22 33
山西 太源 10 11 22
内モンゴル フフホト 8 11 20
遼寧 瀋陽と大連 12 17 31
吉林 長春 7 20 28
黒竜江 ハルビン 11 18 30
上海 上海 0 0 1
江蘇 南京 12 27 40
浙江 杭州と寧波 9 22 33
安徽 合肥 16 5 22
福建 アモイ 福州 7 14 23
江西 南昌 10 10 21
山東 済南と青島 15 31 48
河南 鄭州 16 21 38
湖北 武漢 11 24 36
湖南 長沙 12 16 29
広東 広州と深?  19 23 44
広西 南寧 13 7 21
海南 海口 1 6 8
重慶 重慶 0 0 1
四川 成都  17 14 32
貴州 貴陽 3 9 13
雲南 昆明 7 9 17
チベット ラサ 0 1 2
陕西 西安  9 3 13
甘粛 蘭州 11 4 16
青海 西寧 0 2 3
?夏 銀川 4 2 7
新疆 ウルムチ 1 19 21
合計 4 15 17 251 368 655  
出所： 『2009 中国都市統計年鑑』および』中国統計年鑑 2009』により筆者作成   14

































都市数 1.00 0.87 0.44
都市人口 1.00 0.51 0.27
東部 中部 西部
 
出所： 『2009 中国都市統計年鑑』により筆者作成   15






















表 6  2008 年の流入人口数推計（万人） 
地区 総人口 流入人口 省間流入 省内流入 省間-省内
北京 1,695 420 400 20 380
上海 1,888 630 600 30 570
江蘇 7,677 1,450 500 950 -450
浙江 5,120 1,400 900 500 400
福建 3,604 670 270 400 -130
山東 9,417 1,170 170 1,000 -830
広東 9,544 4,500 3,100 1,400 1,700
以上の合計 38,946 10,240 5,940 4,300 1,640  
 
表 7  農民工の省内と省外の出稼ぎ分布（%） 
2008年 东部中 部西 部
省内 79.7 29.0 37.0
省外 20.3 71.0 63.0    16
表 8  主要大都市の戸口上の総人口と非農業人口（2008 年） 
都市名 総人口（ 万人） 非農業人口（ 万人） 非農業人口/総人口（ %）
深圳 228.07 228.07 100.0
広州 784.14 704.17 89.8
上海 1391.04 1216.56 87.5
南京 624.46 517.22 82.8
北京 1299.85 950.71 73.1
瀋陽 713.51 460.49 64.5
武漢 833.24 537.24 64.5
天津 968.87 588.27 60.7
大連 583.37 347.83 59.6
蘇州 629.75 368.43 58.5
成都  1124.96 612.08 54.4
杭州 677.64 340.76 50.3
西安  772.30 363.87 47.1
寧波 568.09 198.49 34.9
重慶 3257.05 907.38 27.9
主要都市の合計 14456.34 8341.57 57.7  
出所： 『2009 中国都市統計年鑑』により筆者作成 